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「自然災害軽減のための国際協力のあり方検討委員会」分科会の設置について 

 

 

分科会等名： 防災分野の国際協力に関わる基本戦略分科会  
 
１ 所属委員会名

（複数の場合

は、主体となる

委員会に○印を

付ける。） 

 

 自然災害軽減のための国際協力のあり方検討委員会 

 

 

２ 委員の構成 15 名以内の会員、連携会員 

３ 設 置 目 的 近年、巨大地震災害や地球温暖化によると考えられる水災

害が世界で多発している。わが国は、数多くの自然災害を経

験し、多くの災害を克服してきた。その知見を生かして海外

での自然災害の原因究明や災害援助に取り組んできた。その

一方で、防災分野の海外協力については、わが国では数多く

の組織・団体が熱心に取り組んでいるものの、国内協力・連

携体制は十分とはいえず、わが国の国力を最大限生かしてい

るとはいえない状況にある。さらに、海外組織との連携体制

もより充実する必要がある。 

本分科会では、これまでの支援のあり方についてレビュー

し、それを基に、わが国が有する財政的・人的資源を最大限

活用しうる支援・協力のあり方、国際的プレゼンスの見える

化の方策、海外の組織・団体との連携のあり方、などについ

て検討し、防災分野の国際協力に関する基本戦略を提言する

ことを目的とする。 

４ 審 議 事 項 1. わが国の災害支援のレビュー。 

2. 国内組織の連携のあり方。 

3. 海外組織との連携のあり方。 

 －災害原因の究明、復旧・復興支援策、人材育成など－ 

時限設置：平成 22 年 4 月 22 日～平成 23 年 5 月 31 日 ５ 設 置 期 間 

常設 

６ 備    考  

 


